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●「＝」はかならず書くようにさせましょう。
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=11=12
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14179+8=17 9+5=14

9+7=169+2=11
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13 14 11 12

○あ○い ○え ○う

●あわせた数だから，たし算を
　使って求めます。 14こ

6+8=14

くり上がりのあるたし算もよく
できたわね。では，ちょっと
むずかしい問題。答えが11に
なるたし算の式は？

ピンポ～ン。
でもまだ
ほかにも
式はあるよ。

10を作るん
だったね。

ちょっとつまずいていたら よくできていたら

　くり上がりのあるたし算の復習です。指を
使ったり，数えたしをしたりしないで，反射
的に答えられるようになっているでしょうか。

　このようにやり方を変えると，また新しい
気分で復習ができますね。

答えから式を考える問題をやってみましょう。

計算の間違いがあったら
•間違いのあった式を書き出してみます。
　例えば，❶では4＋7，❷では9＋7が間違ってい
たら，７をたすたし算を重点的におさらいして
みましょう。

•どうしても指を使ってしまうときは，下のよう
に補助数字を書かせましょう。

　お子さんの考えやすいほうで
　いいですよ。

8＋4＝12
2　2

8＋4＝12
2　6

5＋6＝11

あっ，
7＋4も
そうだ！
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○い○う ○あ ○え

●「＝」はかならず書くようにさせましょう。
=4 =8

=8 =8

=6 =9

=8 =6

=5 =6

12-3=9 12-7=5

12-5=712-6=6
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●残りの数だから，ひき算を
　使って求めます。 6こ

11-5=6

やったあ！
もっと速く
なりたいな。

12を
10と２に
分けて
10－8＝2
2＋2＝4

ちょっとつまずいていたら よくできていたら

　くり下がりのあるひき算の復習です。１年
生の算数で最もつまずきやすいと言われると
ころです。できるだけ，反射的に答えが出る
ようにしたいですね。

スピードアップに挑戦してみましょう。
カードを使うのがいちばんいいでしょう。

計算の間違いがあったら
　もう一度，補助数字を書き，唱えながら計算さ

せて，やり方を思い出させます。

①　くり下がりのあるひき算のカードを10枚用意し
ます。

②　何秒で計算できるか，タイムを計ります。

　どちらでも，考えやすいほうでいいですよ。

12－8
10   2

８を
２と６に
分けて
12－2＝10
10－6＝4

12－8
2    6

今日のタイムは
17秒。今までの
最高よ。
すごい！

声に出しながらやると，間違えないね。

17－9＝8
12－7＝5
　
おわり！
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